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季節はだんだん暖かくなってまいりまし
たが, なかなか新型コロナ感染症の終息が
見られません｡ 会員の先生方も神経を張り
詰めて診療に従事されていることと推察い
たします｡ 体調に充分ご留意ください｡
｢誌上ギャラリー｣ は, 天辰健二先生の
｢和気公園の藤｣ です｡ 和気公園の隣に和
気清麻呂を祀った和気神社があることを知
りました｡ 一度訪れてみたい公園です｡
｢論説と話題｣ は, 鹿児島市医師会病院
園田 健院長より ｢第�回医師会病院協力運
営委員会報告｣ をしていただきました｡ ま
た, �月に開催された日本医師会医療情報
システム協議会の参加者�人からの報告を
お読みください｡
｢医療トピックス｣ では, 鹿児島市医師
会病院薬剤部の福元裕介先生より経皮吸収
型ドパミン受容体刺激薬についてご投稿い
ただきました｡ パーキンソン病の日常診療
に大いに役立つ記事であると思います｡
｢学術｣ には, いづろ今村病院新中須 敦
先生より ｢高齢者糖尿病患者の治療｣ をご
投稿いただきました｡ 高齢者の糖尿病患者
の特徴, 治療目標, 血糖コントロール目標,
食事療法, 運動療法などを分かりやすくま
とめていただきました｡ また, 今村総合病
院鮫島洋一先生より ｢当院で経験した経口
的消化管異物の症例｣ を報告していただき
ました｡
｢医師会病院だより｣ は園田拓郎先生に
よるペインクリニック内科の紹介です｡ ま
た, 週間診療案内と外来週間スケジュール
を掲載しておりますので, 参考にしていた
だけたら幸いです｡
｢随筆・その他｣は,まず古庄弘典先生に
よる ｢切手が語る医学｣ は ｢偉人切手 チェ
コ｣ です｡ 医師のみならず作曲家, 作家,
政治家などが登場しました｡ 小田原良治先
生には ｢医師法第��条に欠かせない広尾病
院事件東京高裁判決｣ をご寄稿いただきま
した｡ 広尾病院事件東京高裁判決を解説し

ていただきましたが, 医師法第��条の再認
識が重要です｡
その他, 武元良整先生から投稿していた
だきました｡ 今後も会員の先生方の積極的
なご投稿をお願いいたします｡ また, ｢リ
レー随筆｣ は鹿児島県立姶良病院の冨永
佳吾先生の ｢精神科サマリー｣ です｡
｢区・支部だより｣ では北区懇親会およ
び伊敷地区三師会の活動報告をしていただ
きました｡
｢各種部会だより｣ は, 臨床検査センター
主催学術講演会, 学校医会幼稚園・保育園
部会研修会の報告です｡ 各専門分野で研鑽
を積んでおられる会員の先生方の姿が浮か
んでまいります｡
｢各種報告｣ では, 理事会の概要をはじ
め, 各種委員会, 令和元年度日医母子保健
講習会などについて報告しました｡ 医師会
活動にも関心を寄せていただきたいと思い
ます｡ また, 大坪修介先生より ｢鹿児島市
特別支援連携協議会のご報告｣ を寄稿して
いただきました｡ 同協議会は, ｢障害のあ
る幼児, 児童生徒｣ に対する支援体制の促
進をするためのものですが, そのためには
｢移行支援ノート｣ を周知し記載をしてい
ただくことが大切であることを強調されて
おられます｡
｢附属施設だより｣ では, 医師会病院の
令和�年�月の診療・収支実績と検査センター
の令和�年�月の実績および令和�年��月の
収支実績の報告をいたしました｡ 第�回医師
会病院協力運営委員会報告にもありました
が, 医師会病院の経営はまだまだ安定して
いません｡ 医師会病院の現状をご理解いた
だき, ご紹介をお願いいたしたく存じます｡
今月の｢鹿市医郷壇｣の題吟は｢祝 (ゆえ)｣
でした｡ 最近, 投稿者が少なくなっていま
す｡ 是非, 多くの会員の皆様からの投句を
お待ちしております｡

(編集委員長 長友 医継)
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